
　
　
　
策
十
四
　
　
彙
　
報
　
　
更
學
研
究
愈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
お
　
ゆ

輪
出
入
等
を
明
に
せ
る
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
地
方
誌
に
聾

し
て
は
「
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
や
州
の
地
理
概
要
」
（
渡
燈
萬
次
郎
、
地
理

教
育
）
「
地
文
及
び
入
か
へ
地
理
躍
上
よ
り
親
た
る
九
州
西
北
部
」
（
小

川
琢
治
、
地
球
）
等
。
か
見
る
べ
く
繰
険
記
離
愁
記
中
地
鰹
噛
こ
關
係
あ

る
も
の
に
は
、
北
樺
太
シ
ュ
ミ
ツ
ド
三
島
探
検
記
賊
模
由
次
郎
地

球
）
「
樺
太
ア
イ
ノ
に
回
す
る
人
類
學
的
探
究
紀
行
」
（
清
野
謙
次
、

同
誌
）
「
峯
繕
見
聞
記
し
（
板
羅
武
雄
、
歴
史
地
理
）
「
山
東
雀
内
地
學

巡
見
記
」
（
渡
邊
久
吉
、
地
図
灘
誌
）
「
北
樺
太
紀
行
」
（
内
田
恵
太
郎
、

科
肇
知
識
）
「
南
洋
の
族
」
（
餓
憾
顔
、
岡
誌
）
等
が
見
る
べ
き
も
の
、

其
他
「
地
理
気
随
研
究
」
第
四
第
五
輯
が
刊
行
せ
ら
れ
て
地
理
學

界
の
一
方
繭
を
賑
は
し
統
計
時
報
第
七
第
八
號
通
言
公
報
が
刊
行

せ
ら
れ
て
産
．
業
地
理
鯖
瀬
地
理
方
面
の
研
究
者
を
利
し
朝
鮮
総
督

府
の
「
朝
鮮
」
も
亦
藻
業
地
理
交
麺
地
理
地
誌
方
面
に
貢
献
し
内
務

省
よ
り
「
港
湾
」
が
叢
行
せ
ら
れ
て
港
薦
に
關
す
る
知
識
を
瞥
寵
し

京
都
府
南
桑
田
妙
辞
禺
で
該
地
方
誌
を
明
か
に
し
石
川
縣
嚢
行
の

「
加
賀
能
登
祉
寺
秘
跡
古
城
焼
殖
産
一
跡
」
及
び
岩
手
縣
の
護
行
せ

る
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
」
第
四
冊
が
地
理
的
研
究
に

好
資
料
を
供
し
「
朝
鮮
部
落
調
査
報
告
」
卿
顎
当
が
共
に
朝
鮮
聚
落

地
理
研
究
の
好
井
深
資
料
を
供
せ
る
事
を
記
し
て
昨
年
地
理
學
界

の
概
襯
を
終
ら
う
。
〔
小
牧
〕

賀國硬
第
二
號
　
　
　
｝
四
〇
　
（
三
三
二
）

乱

心
吏
學
研
究
會

一
瞬
　
三
月
十
四
H
午
後
M
時
よ
り
法
學
部
第
三
敏
室
に
於
て
開

…
麗
、
左
の
爾
君
の
講
演
あ
り
來
命
揺
省
約
五
十
名
午
後
五
時
關
…
＾
曾
す
。

　
　
支
那
大
蓮
河
の
地
理
學
的
考
察
　
文
學
土
　
藤
田
元
灘
諮

　
先
づ
蓮
河
に
乾
す
る
支
那
の
書
籍
の
汗
牛
充
棟
で
、
行
水
金
鑑

に
集
成
し
た
丈
け
で
も
七
十
巻
あ
の
、
暦
代
の
河
渠
志
も
頗
、
る
大

部
で
あ
る
こ
¶
こ
よ
り
大
蓮
河
ミ
し
て
血
豆
に
開
か
れ
た
北
京
，
抗

熾
盛
の
蓮
河
の
愛
総
論
地
理
的
事
儒
の
考
察
に
入
り
寓
東
蓮
河
備

覧
、
暢
州
水
道
記
、
売
史
明
史
の
河
渠
志
大
朝
會
典
を
始
め
マ
ル
コ

ポ
ー
。
、
二
巻
、
マ
カ
ー
ト
ニ
…
三
リ
ァ
ス
な
さ
外
入
の
族
行
記
、

朝
鮮
の
引
受
の
漂
摘
録
，
呉
錫
麟
の
還
京
日
記
。
南
麟
記
、
張
潜
由

の
舟
行
記
、
李
釣
の
韓
漕
一
等
、
實
際
に
通
行
し
た
入
の
手
記
を
参

考
し
て
通
三
河
の
糧
源
…
、
其
の
水
準
の
差
に
鋤
す
る
闘
鱗
の
説

明
か
ら
、
白
河
及
御
河
の
航
路
ざ
、
臨
清
よ
⇔
藩
　
口
に
至
る
由
束
蓮

河
．
邸
會
麺
河
の
水
華
ミ
落
差
及
其
の
水
源
の
論
明
、
及
黄
河
．
、
－
蓬



漕
ぐ
」
の
臨
剛
係
に
及
び
，
更
ら
に
揚
州
水
道
記
に
よ
っ
て
灌
ε
漕
ミ

の
關
係
、
漕
ミ
江
、
こ
の
關
係
を
の
べ
、
唐
劉
憂
の
韓
般
の
法
な
る

も
の
よ
り
、
明
代
晦
達
の
法
に
蓮
歩
し
九
こ
ざ
、
及
過
繍
の
方
法
に

つ
い
て
挿
…
圃
に
よ
っ
て
．
説
明
し
、
結
局
，
蓮
河
に
必
要
な
水
量
「
こ
落

差
ミ
の
、
尤
困
難
な
撰
を
通
恵
河
ざ
會
通
勤
で
あ
る
ご
ざ
き
、
蓮
河

に
筈
を
與
ふ
る
も
の
を
、
黄
河
の
氾
濫
で
あ
る
ε
論
ぜ
ち
れ
た
。

　
　
ゼ
ス
マ
ー
ク
の
外
交
に
現
は
れ
た
る
軍
事
的
智
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
警
士
　
時
野
谷
常
三
郎
君

　
ベ
ル
ン
ハ
ル
ヂ
に
よ
れ
ば
政
治
家
は
戦
雫
の
時
期
を
適
當
に
決

定
す
る
責
任
は
あ
る
が
職
雫
の
費
行
に
容
吸
す
る
は
よ
ろ
し
く
な

い
ミ
い
ふ
。
し
か
し
、
若
し
軍
事
に
重
し
て
適
切
な
朝
断
を
誕
ら
ぬ

弊
．
明
な
外
交
家
な
ら
ば
職
雫
に
砦
干
、
叉
は
多
大
の
干
渉
を
試
み

て
も
い
、
ミ
田
媒
ふ
、
…
例
へ
は
ピ
ス
マ
ル
々
の
如
山
ご
は
”
其
の
人
で
あ

る
。
彼
は
肉
髄
的
に
も
精
興
的
に
も
豊
に
軍
人
の
資
質
を
有
し
、
國

家
最
高
の
丈
官
で
あ
．
の
な
が
ら
矯
　
々
軍
事
に
干
渉
し
た
．
役
自
ら

い
っ
て
る
や
う
に
彼
ほ
軍
服
に
身
を
瞬
め
た
文
宮
で
あ
っ
て
加

ふ
る
に
軍
事
に
關
し
其
の
當
局
者
以
上
の
理
解
、
ご
見
識
を
具
へ
て

居
り
、
其
蝿
に
軍
閥
の
一
派
か
ら
敬
遠
さ
れ
不
利
を
被
っ
た
こ
ぐ
」

　
　
第
十
巷
　
　
嚢
報
　
　
護
史
曾

も
少
く
（
低
い
。
彼
ビ
ス
マ
ー
ク
は
…
思
事
に
加
岬
滞
日
に
涌
M
睡
㍗
し
て
贋
つ

た
か
を
凝
る
に
例
ハ
。
ば
キ
ー
ル
三
河
の
開
盤
、
サ
ボ
ワ
戦
の
進

繋
，
巴
里
砲
盤
の
葛
否
等
の
問
題
に
鞭
て
彼
は
軍
閥
の
反
鋤
あ
る

に
か
、
は
ら
す
極
力
其
の
主
張
を
貫
徹
し
た
が
奨
の
結
果
、
著
々

賢
敷
が
肖
り
被
の
蓬
兇
達
識
を
堂
識
織
る
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
ミ

詳
細
に
講
述
せ
ら
れ
た
。

　
　
⑭
巻
心
會
・

滝
根
　
　
一
月
三
十
a
午
後
六
欝
牟
よ
の
畢
生
集
弓
場
に
て
開
催

細
紐
者
三
浦
敏
綬
外
こ
十
名
、
左
記
講
演
あ
り
て
十
時
散
會
す
，
．

　
　
維
新
改
革
の
悪
想
的
背
景
　
　
　
　
　
徳
重
淺
吉
君

　
先
づ
維
新
改
革
の
根
本
全
県
を
論
じ
て
「
愈
王
論
の
必
ず
し
も

斥
覇
論
に
あ
ら
ざ
O
し
こ
ぐ
」
を
辮
じ
、
維
新
改
革
の
根
本
原
圃
は

蜀
外
間
題
に
し
て
こ
れ
に
よ
り
國
民
的
感
情
の
喚
超
せ
ら
れ
弛
る

を
述
べ
、
更
に
明
治
維
新
は
私
的
關
係
の
封
建
制
度
が
公
的
關
係

に
推
移
せ
る
も
の
に
し
て
、
從
來
の
封
人
命
係
の
も
の
が
鋤
國
家

鼠
係
に
化
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
を
牽
き
，
最
後
に
幕
府
の
崩

壊
は
必
然
的
現
象
に
し
て
維
新
は
實
に
鮭
會
組
織
ご
生
活
の
費
際

ミ
の
要
求
に
依
り
て
成
れ
る
S
結
論
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
第
二
難
　
　
一
濁
｝
　
（
三
三
三
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
魏
　
報
　
　
讃
吏
欝

　
　
明
治
大
帝
御
幼
時
の
御
疾
患
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡
学
士
三
宅
宗
雄
君

　
組
先
以
來
累
代
京
都
に
あ
り
て
妙
法
院
門
圭
に
仕
へ
馨
を
梁
ε

せ
ら
れ
し
家
系
よ
り
論
・
き
始
め
て
嘉
永
六
年
先
帯
御
璽
患
に
渡
ら

せ
ら
れ
し
S
き
曾
租
動
転
仙
氏
が
中
山
殿
に
召
さ
れ
て
舞
診
せ
し

計
時
の
事
情
を
其
驕
係
交
書
及
び
新
に
畿
見
せ
ら
れ
た
る
申
田
切

よ
り
賜
れ
る
白
銀
の
包
紙
等
を
示
し
て
語
ら
る
。

　
　
永
井
総
長
に
就
て
　
　
　
　
文
學
士
　
加
藤
鐵
三
郎
艀

　
先
づ
將
軍
家
畜
の
法
要
を
檜
上
寺
に
て
執
行
せ
る
ミ
き
倫
長
が

内
藤
和
泉
守
の
九
め
に
斬
ら
れ
和
泉
守
亦
自
刃
に
及
べ
る
事
件
に

就
て
蓮
べ
吹
に
爾
長
が
城
圭
た
り
し
宮
津
の
地
に
、
文
化
的
施
設

を
な
し
大
い
に
治
績
を
爆
け
た
る
が
就
中
筒
長
の
編
せ
る
も
の
ミ

し
て
傳
へ
ら
る
る
永
井
府
誌
は
宮
津
府
誌
の
魁
を
な
せ
る
も
の
に

し
て
漱
玉
亭
の
創
建
ε
ミ
も
に
特
錐
す
べ
き
も
の
な
る
こ
ε
を
設

き
夏
に
壌
上
寺
刃
傷
事
件
に
つ
い
て
は
天
和
の
武
家
城
滅
記
に
記

サ
る
所
を
暴
け
，
窓
の
す
さ
び
、
夕
夢
の
記
に
滲
照
し
最
後
に
大
名

が
公
開
の
席
上
に
於
け
る
刃
傷
こ
そ
れ
に
鋤
す
る
當
局
の
所
置
に

就
て
批
綱
論
述
せ
ら
れ
だ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
四
二
　
（
三
三
四
）

例
會
　
　
二
月
二
＋
七
臼
午
後
六
時
牟
よ
り
學
生
集
會
場
に
て
開

催
、
参
回
者
｝
二
浦
教
授
、
中
村
講
師
外
十
五
名
、
左
記
講
演
あ
6
て

十
七
散
飯
す
。

　
　
封
建
棚
度
の
廟
壌
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
道
男
君

　
先
づ
公
武
打
球
論
に
封
ず
る
薩
長
の
意
見
の
相
違
を
示
し
公
武

合
博
論
S
王
攻
復
古
ミ
の
關
係
を
漉
き
、
次
で
封
外
思
想
が
い
か

に
薪
政
治
上
に
影
響
せ
し
や
に
論
及
し
、
封
外
思
想
を
（
一
）
撲
夷

思
想
，
（
こ
）
鎖
國
を
豫
定
し
た
る
開
國
思
想
，
（
三
）
純
梓
の
開
國
恐

想
の
三
つ
に
分
類
し
て
其
各
に
就
て
の
特
色
を
蓮
べ
、
最
後
に
明

治
四
年
の
慶
藩
置
懸
こ
な
り
て
完
全
に
封
建
制
度
の
崩
壌
を
見
る

に
い
た
れ
り
ε
結
ぶ
。

　
　
大
御
所
時
代
ε
は
如
何
な
る
時
代
か
　
小
橋
淺
雄
君
・

　
こ
こ
に
謂
ふ
大
御
所
時
代
、
こ
は
天
明
四
年
よ
り
天
保
十
二
年
に

い
た
る
五
＋
四
年
帥
ち
定
信
の
改
革
よ
り
忠
邦
の
改
革
に
至
る
間

の
こ
、
こ
に
し
て
、
そ
の
時
代
の
蔵
會
相
の
考
察
の
客
腱
を
國
家
、
宗

敏
、
文
藝
に
三
大
腿
分
を
な
し
、
更
に
隠
家
の
内
容
を
政
治
、
法
律
、

経
世
、
財
政
．
道
徳
、
教
育
、
醗
會
、
風
俗
、
文
藝
を
屡
術
、
文
學
，
藝
術

に
小
分
科
し
こ
れ
ら
の
文
化
要
素
は
挿
頭
の
も
の
ミ
し
て
猫
立
せ



　
る
も
の
に
み
ら
す
し
て
相
互
關
係
あ
る
も
の
な
り
ε
一
々
事
實
に

・
徴
し
て
時
代
精
紳
を
槻
測
す
。

　
　
　
誤
ら
れ
易
き
歴
史
の
蜜
例
　
文
墨
博
士
　
三
浦
澗
行
君

　
　
あ
る
時
代
の
歴
史
上
の
事
象
を
考
察
す
る
ε
き
當
時
の
史
料
若

　
し
く
は
半
時
を
去
る
蓮
か
ら
ざ
る
時
代
の
も
の
に
見
え
た
り
ε
て

　
之
を
妄
信
速
曝
す
る
の
危
瞼
な
る
こ
ε
よ
り
其
最
も
誤
ら
れ
易
き

　
怠
女
性
の
關
係
せ
る
史
記
の
眞
相
な
る
こ
ミ
を
蓮
べ
ら
れ
古
來
の

　
こ
れ
に
關
す
る
二
三
の
例
謹
法
制
等
を
説
か
れ
次
に
其
適
切
な
る

　
暴
露
ミ
し
て
束
山
義
政
時
代
の
今
轟
轟
に
就
て
、
從
來
依
糠
ざ
せ

　
ら
れ
た
る
當
時
の
史
料
が
四
馬
を
設
湿
せ
る
こ
ε
及
後
人
の
虚
語

　
傅
を
妄
信
せ
る
こ
S
を
濫
獲
し
て
諸
鐙
の
探
究
ε
冷
静
な
る
批
判

・
の
緊
要
な
る
こ
ε
を
痛
論
せ
ら
れ
た
り
内
容
は
近
く
本
誌
に
掲
載

　
の
筈
な
る
を
以
て
略
す
。

　
　
　
⑳
支
那
學
界

例
會
　
　
一
月
聴
六
日
越
木
）
午
後
六
時
よ
り
丈
學
部
第
六
敏
室
に

於
い
て
開
催
す
。
幽
霊
者
三
十
絵
鑑
、
當
日
の
講
演
左
の
如
し
。

　
　
　
一
、
京
繧
沿
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
元
春
君

　
　
京
職
線
は
支
那
人
の
カ
に
て
敷
設
せ
ら
れ
た
る
注
意
す
べ
き
も

　
　
　
第
十
巻
　
　
羅
　
報
　
　
皮
郷
蟻
曾
　
　
　
　
、

の
た
る
の
み
な
ら
す
，
そ
の
滑
線
に
は
幾
多
入
目
を
惹
く
に
足
み

べ
き
も
の
あ
り
ミ
て
、
特
に
萬
里
の
長
城
に
就
い
て
聴
者
の
族
情

を
そ
、
ら
れ
た
り
。

　
　
哨
，
支
那
赴
會
の
無
政
府
歌
頭
ε
儒
家
の
徳
治
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
砧
馬
君

　
支
那
に
於
け
る
政
教
の
理
想
な
る
徳
治
主
義
は
n
究
極
す
る
所

無
政
府
歌
態
の
實
現
に
あ
り
、
支
那
の
論
難
は
事
實
こ
の
無
政
府

歌
占
に
て
安
定
す
る
所
以
を
訟
か
れ
た
り
。

　
講
演
後
矢
野
博
士
は
、
余
も
亦
支
那
胱
會
の
岡
定
性
。
。
藝
…
ξ
を

感
ず
る
も
の
な
る
が
、
そ
の
論
旨
殆
，
ご
全
く
小
島
需
の
所
論
ミ
狩

節
を
合
す
る
が
如
き
も
の
あ
・
り
、
か
・
る
考
が
略
々
時
を
齊
し
う

し
て
爾
入
の
騰
鯉
に
淳
び
詰
れ
る
は
一
直
－
こ
い
ふ
べ
し
ミ
蓮
べ
ら

れ
弛
り
。

　
激
迎
兼
豫
議
曾
今
回
蹄
肥
せ
ら
れ
た
る
内
藤
今
西
爾
博
士

款
迎
撃
並
び
に
卒
業
生
豫
髄
會
を
催
す
。
二
月
十
二
臼
‘
木
）
午
後

四
時
，
京
大
墨
生
集
隠
所
に
て
記
念
の
撮
影
を
了
し
．
南
室
に
て
會

食
に
移
る
。
會
す
る
も
の
四
＋
鯨
名
に
垂
ん
ミ
す
、
デ
ヅ
ー
ト
コ
1

ス
に
入
る
や
、
先
づ
幹
事
よ
り
挨
拶
あ
り
。
爾
博
士
交
支
立
ち
て
感

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
四
ヨ
　
（
三
三
玉
）



　
　
　
策
ナ
磐
　
彙
報

想
を
談
じ
、
卒
業
生
…
総
代
大
浦
瀦
亦
答
跡
を
陳
ぶ
。
内
藤
博
士
窪
く

佛
猫
英
の
東
洋
仁
者
は
、
近
影
邦
人
の
富
船
に
注
意
を
佛
ひ
、
彼
等

の
堆
き
机
上
に
は
、
我
が
「
支
那
學
」
を
備
へ
ざ
る
な
し
、
こ
れ
苦
難

の
錐
誌
、
こ
し
て
、
彼
等
の
机
上
を
飾
る
唯
一
の
も
の
な
り
，
吾
人
孚

で
か
奮
鋤
、
揚
て
こ
れ
が
…
欄
綾
嚢
展
を
期
せ
ざ
る
ぺ
け
む
や
一
こ
、
大

に
會
員
を
激
働
せ
ら
れ
た
り
。
今
西
博
士
は
、
北
京
及
び
そ
の
郊
外

が
、
四
季
を
麺
じ
て
可
な
ら
ざ
る
な
く
、
風
物
、
こ
共
に
入
閣
味
の
掬

す
る
に
雀
へ
た
る
を
語
り
、
こ
れ
を
泰
西
の
そ
れ
ら
ぐ
一
比
較
し
て

檬
く
，
西
洋
の
建
物
は
。
大
は
蜘
ち
大
な
り
ミ
難
も
、
こ
れ
長
屋
を

縦
に
し
た
る
だ
げ
に
て
、
幾
多
の
不
自
然
こ
れ
よ
む
生
す
ε
、
大
に

氣
焔
を
黎
け
ら
れ
た
り
。

　
　
爾
右
文
書
時
代
鑑
の
登
行

　
東
京
帝
國
大
學
実
料
編
纂
掛
で
は
、
歴
史
知
識
普
及
の
霞
的
で
・

A
・
度
各
時
代
の
代
套
る
べ
き
古
文
書
筆
蹟
の
類
を
輯
め
透
璃

版
に
付
し
「
古
丈
書
畦
代
鑑
」
て
題
し
て
護
行
ず
る
と
・
な
っ
た
。

そ
れ
に
は
現
存
す
る
我
國
最
古
の
丈
字
で
あ
る
御
物
の
聖
徳
太
子

御
筆
の
法
華
義
疏
を
始
ミ
し
て
、
御
歴
代
の
深
く
御
精
紳
を
こ
め

糖
ひ
じ
霧
凡
二
嘉
、
公
家
で
は
幕
公
漿
所
磯
の
藤
掻

　
　
　
　
　
　
　
　
雄
廻
二
目
側
　
　
一
四
四
　
（
一
一
ご
二
六
）

長
自
筆
の
a
記
麹
γ
の
筆
蹟
数
十
鮎
、
武
家
で
は
李
清
盛
、
源
頼
朝

以
下
鍛
＋
人
、
隆
っ
て
は
幕
末
志
士
の
筆
蹟
、
最
澄
察
海
を
初
め
一
こ

し
て
、
名
論
撒
十
人
の
遺
墨
、
そ
の
他
提
唱
、
道
春
、
契
沖
、
宣
．
長
等

の
漁
者
か
．
b
近
松
、
馬
琴
等
の
戯
曲
小
論
家
の
筆
蹟
に
至
る
ま
で
、

殆
¶
ご
澱
憾
な
き
ま
で
に
蔑
め
ら
れ
て
居
る
ミ
の
こ
書
で
あ
る
。
從

來
こ
の
種
の
玉
石
混
清
の
出
版
物
、
こ
は
違
っ
て
充
分
精
選
を
経
た

も
の
で
あ
る
か
ら
一
本
を
座
右
に
備
へ
て
置
け
ば
、
何
入
で
も
其

筆
．
蹟
を
通
じ
て
歴
史
上
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
知
名
の
人
士
・
こ
接
濁
す

る
こ
噛
こ
が
出
認
る
上
に
こ
れ
を
標
準
唱
こ
し
て
或
程
度
ま
で
は
古
文

書
古
筆
蹟
の
鑑
定
も
患
踊
る
で
あ
ら
う
。
鵬
に
本
書
は
上
下
二
冊

に
分
れ
、
各
冊
四
ツ
切
り
寅
…
眞
城
将
版
百
二
十
枚
宛
用
紙
は
手
漉

き
の
局
紙
を
用
ひ
定
底
上
下
篇
各
二
＋
園
、
希
望
者
は
同
掛
へ
申

込
め
ば
よ
い
。
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高
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者
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田
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氏
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京
都
市
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町
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大
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墨
内
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者
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弗
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氏
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四
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者
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京
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京
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右
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介
者
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橋
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京
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右
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右
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者
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氏
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右
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介
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